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神戸大学が位置する「灘」は、日本一の酒どころ。そんな地元

を盛り上げるべく、老舗酒造メーカーと大学が協働する取り組

みを特集しました。研究ズームアップでは、河川防災に関する

研究をご紹介。本学の知見を、近隣地域から世界まで幅広く還

元していく様を取り上げました。                          （広報課）

学生広報チーム＆神大うりぼー・学内探検隊！
周辺の木々のおかげで秘密基地のような佇ま
いの建物ですが、神戸大学の課外活動施設の
一つです。主に放課後に賑わいを見せ、廊下
やバルコニーまで余すところなく活動に利用
されています。

■自由スペース
学生会館２階の自由スペース。神大生に利用さ
れている他のスペースとの大きな違いは、楽器
を演奏している人が多いこと。様々な音楽系団
体の練習場所になっていて、いろんな音に包ま
れている空間です。

出演：経済学部４年・杉岡 祐依、文学部３年・小林 優奈、神大うりぼー

■大ホール
最上階の大ホールでは、曜日・時間帯を決めて、
各団体が合奏やダンスの練習などを行っている
ようです。まさかホールまで備えているとは驚
きです。侮り難し、学生会館…！

学 生 会 館
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山口 誓子（1985年）

山口誓子記念館

神戸大学名誉博士第1号
（新比古は誓子の本名）

神戸大学は、地元「神戸」の発展に貢献する取り組みを、さまざまな形で行っている。その一環と

して昨年、神戸市東灘区の老舗企業・白鶴酒造株式会社と共同で日本酒の商品開発を行い、10 月

にオリジナル純米酒「神のまにまに」を発売した。また、今秋からは日本酒を学問的に扱う講座

「日本酒学入門」も開講する。伝統産業である「灘の酒」に新たな注目を集め、神戸の魅力発信に

つなげる取り組みを紹介する。

山
口
誓
子
と
神
戸
大
学

［特集1］ 社会を見据える神大酒学

［特集2 神大研究ズームアップ］ 画像解析ソフトで世界の河川防災に貢献

［神大生の挑戦］ ボーイスカウトの最高位「富士スカウト章」を受章

［KOBE教育］ 世界で活躍するための数理・データサイエンスを学ぶ

［キラリ神大 OG・OB］日本の魅力を新しい手法で海外へ発信

［神大発地球］社会課題の解決にピンポイントで取り組み志高いリーダーを育成する！

［こんにちは！留学生です］

［国際ニュース］╱［留学だより］

［神戸大学基金だより］

［Mini News］
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history of  Kobe University

　神戸大学名誉博士第１号は、俳人の山口誓子

（1901-1994年）である。誓子は、俳句雑誌『ホト

トギス』で活躍し、水原秋桜子、高野素十、阿波野

青畝とともに「四Ｓ」と称揚され、新興俳句運動で

は先導的役割を果たし、戦後は1948年に俳句雑誌

『天狼』を創刊主宰して俳句の「根源」を探求した。

代表句に「虹の環を以て地上のものかこむ」「夕燒

けて西の十萬億土透く」「海に出て木枯帰るところ

なし」などがある。

　誓子は神戸大学の卒業生ではないが、戦前から本

学との関係が深かった。例えば、旧制神戸商業大学

時代の同窓会誌『凌霜』の誌上では、1940年から

44年戦時休刊までの４年間、誓子が「凌霜俳句」第

２代選者を務めて活躍する。また、誓子の妻波津女

の実弟２名と義弟（妹の夫）は、いずれも本学の卒業

生である。しかし、誓子と本学との直接的な関係

は、1985年に死去した波津女の遺産を子どものい

ない誓子が本学に寄附したことに始まる。本学を

優れた日本文学研究の拠点だと期待した誓子は、

「神戸大学の学術研究の助成のみでなく、広く国

文学の振興に役立てる」ことを寄附の趣旨とした。

本学は「山口誓子学術振興基金」を創設するととも

に、1988年本学最初の名誉博士の称号を授与して

誓子の功績を称えた。

　1994年誓子が92歳で死去すると、遺言書に基づ

き全遺産が本学に寄附され、それを元に「山口誓子

記念館」と「誓子・波津女俳句俳諧文庫」が設置さ

れた。前者は、阪神・淡路大震災で倒壊した誓子の

自宅（西宮市苦楽園）の一部をほぼ忠実に復元した

木造平屋建て（設計は工学部建設学科教授（当時）

足立裕司）であり、火・木曜日に一般公開中。後者

は、遺品、遺稿、旧蔵書などを保存するとともに、

『天狼』などの俳句俳諧関係図書を月・火・木曜日

に一般公開し、山口誓子常設展も併設する。どなた

でも気軽にお立ち寄りいただきたい。

（大学文書史料室 室長補佐  野邑 理栄子）

てんろう

りょうそう

はつじょ

や
ま
ぐ
ち

せ
い
し社会を見据える神大酒学

特集1 神戸大学 × 白鶴酒造株式会社による共同開発、純米酒「神のまにまに」を発売　

山口誓子常設展  開催中
「誓子と海 ̶神戸開港150年によせて̶」

百年記念館展示ホール　平成30年9月下旬まで

40haの敷地には、水田、畑地、

果樹園、採草地、放牧地などが

あり、これらのフィールドは研

究教育に大いに活用されるとと

もに、神戸大学ブランドの農産

物を生み出す生産現場でもあり

ます。          カメラ : 大亀 京助
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本
酒
で
神
戸
の
魅
力
を
発
信
！

白鶴純米酒　
『神のまにまに（720mℓ）』1,404円(税込)

×
白
鶴
酒
造
の
研
究
開
発
部
門
と
神
戸
大
学
農
学
研
究
科
附
属
食
資
源
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
、

そ
し
て
農
学
部
の
学
生
ら
も
参
画
し
た
こ
の
取
り
組
み
の
狙
い
は
「
日
本
酒
を
通
じ
て
神
戸

を
ア
ピ
ー
ル
す
る
」
こ
と
。
老
舗
の
醸
造
技
術
と
神
戸
大
学
の
研
究
成
果
、
学
生
た
ち
に
よ

る
商
品
企
画
・
販
売
企
画
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
行
方
は
…
。

灘
の
老
舗
と
の
交
流
か
ら

日
本
酒
の
共
同
開
発
へ

　「
『
灘
』
は
日
本
一
の
酒
ど
こ
ろ
。
そ
こ

に
あ
ら
た
め
て
目
を
向
け
、
神
戸
の
伝
統

産
業
で
あ
る
日
本
酒
の
魅
力
を
通
じ
て
神

戸
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
と
考
え
た
こ
と

が
、
今
回
の
取
り
組
み
の
出
発
点
で
し

た
」
。
そ
う
話
す
山
崎
将
紀
准
教
授
が
、
白

鶴
酒
造
と
の
共
同
開
発
に
動
き
始
め
た
の

は
３
年
前
。
同
社
に
は
神
戸
大
学
の
卒
業

生
が
何
人
も
勤
め
て
お
り
、
農
学
研
究
科

と
も
継
続
的
に
交
流
が
あ
る
。「
兵
庫
県
は

日
本
酒
の
生
産
量
が
日
本
一
で
す
が
、
知

名
度
も
日
本
一
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
そ
ん

な
現
状
を
変
え
る
た
め
に
、
日
本
酒
に
対

す
る
若
い
世
代
の
興
味
を
喚
起
し
た
い
と

思
っ
た
こ
と
も
動
機
の
一
つ
で
す
」
。

　
山
崎
准
教
授
は
農
学
研
究
科
附
属
食
資
源

教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
（
加
西
市
）
で
、
イ
ネ

を
使
っ
て
植
物
遺
伝
学
や
植
物
育
種
学
の
研

究
を
行
っ
て
い
る
。
実
験
用
の
水
田
に
、
コ

シ
ヒ
カ
リ
に
さ
ま
ざ
ま
な
品
種
を
交
配
し
た

５
千
系
統
・
５
万
個
体
も
の
イ
ネ
を
植

え
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
で
管
理
。
新
系
統
を
作
っ
て

遺
伝
解
析
を
行
い
、
膨
大
な
Ｄ
Ｎ
Ａ
デ
ー
タ

を
蓄
積
。
そ
れ
を
国
や
都
道
府
県
の
農
業
試

験
場
に
提
供
し
た
り
、
保
存
し
た
種
を
分
譲

し
た
り
し
な
が
ら
、
日
本
の
農
業
に
貢
献
し

て
い
る
。
白
鶴
酒
造
と
の
酒
造
り
に
は
、
原

料
米
と
し
て
同
セ
ン
タ
ー
で
栽
培
し
た
品

種
「
き
ぬ
む
す
め
」
を
提
供
し
た
。

食
用
の
米
で
酒
造
り
？

淡
麗
辛
口
の
新
酒
が
誕
生

　
食
資
源
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
総
面
積

40
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
大
規
模
な
実
験
農
場
で
、

神
戸
大
学
の
学
生
に
限
ら
ず
、
他
大
学
に
も

農
牧
場
実
習
の
場
を
提
供
し
て
い
る
。
米
、

野
菜
、
果
樹
の
ほ
か
畜
産
も
カ
バ
ー
し
、
肥

育
し
た
但
馬
牛
を
「
神
戸
大
学
ビ
ー
フ
」
の

商
標
で
百
貨
店
な
ど
に
出
荷
し
て
い
る
。

　
そ
の
農
場
で
栽
培
さ
れ
る
「
き
ぬ
む
す

め
」
は
、
暑
さ
に
強
く
、
地
球
温
暖
化
の
影

響
を
受
け
に
く
い
高
収
量
品
種
だ
が
、
食
用

の
米
で
あ
っ
て
、
酒
造
り
に
用
い
ら
れ
る
酒

米
で
は
な
い
。「
そ
れ
で
も
、
き
っ
と
酒
造

り
に
使
え
る
と
い
う
期
待
を
込
め
て
、
白
鶴

さ
ん
に
提
供
し
ま
し
た
」
と
山
崎
准
教
授
。

日
本
酒
造
り
に
は
麹
作
り
に
使
う
麹
米
と
、

酵
母
の
栄
養
に
な
る
掛
米
が
使
わ
れ
る
。
初

の
共
同
開
発
で
は
、
麹
米
に
は
白
鶴
酒
造
が

開
発
し
た
酒
米
品
種
「
白
鶴
錦
」
を
使
用

し
、
掛
米
に
「
き
ぬ
む
す
め
」
を
使
用
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。

1973年福岡県生まれ。1996年九州大学農学部卒業。1998年九州大学大学院農学研究科修士

課程修了。2001年九州大学大学院生物資源環境科学研究科博士後期課程修了。博士（農学）。

日本学術振興会特別研究員、海外特別研究員を経て、2006年神戸大学農学部附属食資源教育

研究センター助手。2012年より現職。専門は植物遺伝育種学。

研究室HP :  http://www2.kobe-u.ac.jp/~yamamasa/index.html

山崎 将紀 YAMASAKI Masanori

農学研究科 附属食資源教育研究センター 准教授

特集 1    社会を見据える神大酒学
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と
こ
ろ
が
、「
き
ぬ
む
す
め
」
は
予
想
以
上

に
粘
り
が
強
か
っ
た
。「
白
鶴
酒
造
の
研
究

室
の
明
石
室
長
か
ら
は
、
醸
造
設
備
に
負

担
が
か
か
る
ほ
ど
の
粘
り
が
出
て
、
大
変

だ
っ
た
と
お
聞
き
し
ま
し
た
」
と
山
崎
准
教

授
。
そ
れ
で
も
、
２
７
０
年
超
の
伝
統
を

誇
る
白
鶴
酒
造
の
技
術
で
課
題
は
克
服
さ

れ
た
。

　
こ
う
し
て
２
品
種
の
米
か
ら
作
ら
れ
た

純
米
酒
は
、
淡
麗
な
酒
質
な
が
ら
奥
行
き

の
あ
る
し
っ
か
り
し
た
味
わ
い
を
楽
し
め

る
辛
口
の
仕
上
が
り
で
、
山
崎
准
教
授
は

「
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
な
ど
の
甘
い
も
の
に
も
合

う
」
と
話
す
。
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学
生
た
ち
の
思
い
が
詰
ま
っ
た

商
品
名
と
ラ
ベ
ル

　
こ
の
純
米
酒
は
「
神
の
ま
に
ま
に
」
と

名
付
け
ら
れ
た
。
命
名
し
た
の
は
、
神
戸

大
学
農
学
部
の
学
生
や
大
学
院
生
た
ち
。

仕
込
み
過
程
を
見
学
し
た
上
で
、「
灘
の
酒
」

「
神
戸
の
魅
力
発
信
」「
若
者
へ
の
日
本
酒

ア
ピ
ー
ル
」
と
い
っ
た
今
回
の
コ
ン
セ
プ

ト
に
合
う
商
品
名
と
ラ
ベ
ル
デ
ザ
イ
ン
を

考
案
し
た
。

　
商
品
名
に
は
も
ち
ろ
ん
、
神
戸
大
学
に

ち
な
ん
で
「
神
」
と
い
う
漢
字
を
入
れ
た

い
と
い
う
思
い
が
全
員
に
あ
っ
た
。
そ
の

上
で
、
学
問
の
神
様
・
菅
原
道
真
が
詠
ん

だ
百
人
一
首
の
一
句
「
こ
の
た
び
は 

幣
（
ぬ

さ
）
も
取
り
あ
へ
ず 

手
向
山
（
た
む
け
や

ま
）
紅
葉
の
錦 

神
の
ま
に
ま
に
」
か
ら
命

名
。「
紅
葉
を
御
心
の
ま
ま
に
お
受
け
取
り

く
だ
さ
い
」
と
い
う
歌
の
心
に
、「
こ
の
日

本
酒
に
こ
め
た
私
た
ち
の
情
熱
や
思
い
も

一
緒
に
受
け
取
っ
て
欲
し
い
」
と
の
思
い

を
重
ね
た
。
ラ
ベ
ル
に
は
神
戸
大
学
の
シ

ン
ボ
ル
と
も
い
え
る
歴
史
あ
る
校
舎

「
六
甲
台
本
館
」
を
デ
ザ
イ
ン
し
、
女
性
や

若
い
人
で
も
手
に
取
り
や
す
い
よ
う
落
ち

着
い
た
赤
色
を
採
用
。
そ
こ
に
商
品
名
を

横
書
き
で
入
れ
た
仕
上
が
り
に
、
白
鶴
酒

造
サ
イ
ド
か
ら
驚
き
と
賞
賛
が
送
ら
れ
た

そ
う
だ
。

共
同
開
発
は
今
後
も
継
続

2
年
目
の
掛
米
は
「
に
こ
ま
る
」

　
純
米
酒
「
神
の
ま
に
ま
に
」
は
２
０
１
７

年
10
月
１
日
、
限
定
３
千
本
が
神
戸
大
学

生
協
、
白
鶴
酒
造
資
料
館
、
白
鶴
御
影
Ｍ

Ｕ
Ｓ
Ｅ
と
「
い
い
白
鶴
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
」

で
発
売
さ
れ
た
。
そ
れ
に
先
立
つ
試
飲
会

や
、
白
鶴
酒
造
資
料
館
で
開
か
れ
た
酒
蔵

開
放
イ
ベ
ン
ト
で
は
、「
さ
っ
ぱ
り
し
て
い

て
飲
み
や
す
い
」「
食
事
に
合
う
」
な
ど
好

評
を
も
っ
て
迎
え
ら
れ
た
。
商
品
開
発
に

携
わ
っ
た
学
生
た
ち
は
イ
ベ
ン
ト
ス
タ
ッ
フ

と
し
て
活
躍
す
る
一
方
、Facebook

で
も

Ｐ
Ｒ
・
販
促
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

神
戸
大
学
で
も
大
学
近
隣
（
Ｊ
Ｒ
六
甲
道
駅

周
辺
）
の
居
酒
屋
な
ど
に
働
き
か
け
、「
神

の
ま
に
ま
に
」
を
提
供
す
る
店
を
開
発
し

て
い
る
そ
う
だ
。

　
山
崎
准
教
授
は
２
年
目
の
仕
込
み
に
際

し
て
、「
に
こ
ま
る
」
と
い
う
品
種
を
提
供

し
た
。
や
は
り
食
用
米
で
、
掛
米
に
使
わ

れ
る
。「
今
年
は
事
前
の
粘
性
チ
ェ
ッ
ク
を

経
て
決
め
ま
し
た
。『
に
こ
ま
る
』
は
『
き

ぬ
む
す
め
』
を
片
親
に
持
つ
品
種
な
の

で
、
味
や
成
分
は
１
年
目
と
そ
れ
ほ
ど
変

わ
ら
な
い
は
ず
で
す
」
。

　
２
年
目
の
課
題
は
販
売
促
進
。「
神
の
ま

に
ま
に
」
の
１
年
目
の
売
れ
行
き
は
概
ね
好

調
だ
が
、
年
末
年
始
の
販
売
が
い
ま
ひ
と
つ

だ
っ
た
と
い
う
。「
学
生
が
帰
省
み
や
げ
に

使
っ
て
く
れ
る
よ
う
、
生
協
さ
ん
と
協
力
し

て
取
り
組
み
た
い
。
ま
た
、
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の

皆
さ
ん
が
か
な
り
買
っ
て
く
だ
さ
る
の
で
、

秋
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ
で
ア
ピ
ー
ル
し

ま
す
」
と
山
崎
准
教
授
。

　
白
鶴
酒
造
も
神
戸
大
学
と
の
共
同
事
業

を
継
続
す
る
考
え
だ
が
、
引
き
続
き
販
売

実
績
が
伴
う
取
り
組
み
に
し
て
い
か
ね
ば

な
ら
な
い
。
こ
の
取
り
組
み
と
並
行
し
て

準
備
が
進
め
ら
れ
た
「
日
本
酒
学
入
門
」

（
７
ペ
ー
ジ
参
照
）
の
開
講
に
よ
っ
て
、
日

本
酒
に
対
す
る
学
生
の
関
心
が
高
ま
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
る
。

灘
の
酒
造
組
合
と
協
働
！

日
本
酒
を
多
角
的
に
学
ぶ

　
神
戸
大
学
で
は
、
２
０
１
８
年
度

か
ら
神
戸
市
の
灘
五
郷
酒
造
組
合
と

連
携
し
て
、「
日
本
酒
学
入
門
」
を
開

講
。
神
戸
の
地
域
・
文
化
を
知
る
科

目
の
一
つ
と
し
て
、
全
学
共
通
教
育

授
業
科
目
の
総
合
科
目
Ⅰ
と
し
て
ス

タ
ー
ト
す
る
。「
酒
づ
く
り
は
も
ち

ろ
ん
、
日
本
酒
の
歴
史
か
ら
、
酒
ど

こ
ろ
の
灘
の
地
理
的
な
成
り
立
ち
、

酒
税
や
経
営
に
つ
い
て
、
海
外
へ
の

販
売
ま
で
多
角
的
・
総
合
的
に
学
ぶ

こ
と
が
で
き
る
」
そ
う
話
す
の
は
、

白
鶴
酒
造
株
式
会
社
研
究
室
室
長

の
明
石
貴
裕
氏
。

　「
大
勢
の
学
生
に
日
本
酒
に
つ
い
て

知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
全
学
部
の
学

生
が
対
象
。
一
般
教
養
科
目
と
し
て

さ
ま
ざ
ま
な
切
り
口
か
ら
広
く
日
本

酒
を
学
ん
で
い
た
だ
く
。
興
味
の
あ

る
分
野
を
入
口
に
日
本
酒
に
も
興
味

を
持
っ
て
ほ
し
い
」
と
思
い
を
語
っ

た
。
講
義
は
オ
ム
ニ
バ
ス
形
式
で
、

同
社
が
加
盟
す
る
灘
五
郷
酒
造
組
合

を
中
心
に
酒
造
メ
ー
カ
ー
や
日
本
酒

造
組
合
中
央
会
な
ど
か
ら
講
師
を
招

く
予
定
だ
。

日
本
一
の
酒
ど
こ
ろ
灘
か
ら

若
者
の
日
本
酒
需
要
を
拡
大

　
開
講
に
至
っ
た
経
緯
は
、
昨
年
の

夏
ま
で
遡
る
。
白
鶴
酒
造
株
式
会
社

専
務
取
締
役
の
田
中
準
浩
氏
か
ら
本

学
の
藤
田
誠
一
理
事
（
教
育
担
当
）

に
打
診
が
あ
っ
た
後
、
明
石
氏
が
大

学
教
育
推
進
機
構
の
米
谷
淳
教
授
と

打
ち
合
わ
せ
を
進
め
た
。「
酒
ど
こ
ろ

で
あ
る
灘
に
あ
り
、
ぜ
ひ
、
親
交
の

深
い
神
戸
大
学
で
日
本
酒
に
関
す
る

講
義
を
行
い
た
い
と
相
談
し
た
。
地

場
産
業
の
日
本
酒
を
学
ぶ
こ
と
は
学

生
が
神
戸
の
こ
と
を
知
る
良
い
機
会

だ
と
、
賛
同
し
て
い
た
だ
け
た
」
。

　「
日
本
酒
は
敷
居
が
高
い
お
酒
だ
と

思
っ
て
い
る
若
者
も
多
い
が
、
主
食
の

お
米
を
使
っ
た
日
本
人
に
と
っ
て
身
近

な
お
酒
だ
と
い
う
こ
と
を
講
義
で
伝
え

た
い
。
知
識
が
あ
る
と
日
本
酒
へ
の
印

象
も
ず
い
ぶ
ん
と
変
わ
る
と
思
う
。
20

歳
を
迎
え
た
時
に
知
識
を
持
っ
て
飲
ん

で
も
ら
え
た
ら
」
と
若
者
へ
の
日
本
酒

需
要
の
拡
大
も
見
据
え
て
い
る
。
さ
ら

に
「
留
学
生
に
も
日
本
文
化
の
一
つ
と

し
て
魅
力
を
伝
え
て
い
き
た
い
」
と
明

石
氏
は
語
る
。
秋
の
開
講
に
向
け
て
期

待
は
高
ま
る
ば
か
り
だ
。

Topics

　これまで「神のまにまに」の広報代表を務めていた、藤田このむさ
んが大学卒業するのを機に、この4月から業務を引き継ぐことになり
ました。もっと多くの方に知っていただくためSNSでの情報発信や卒
業式や入学式でのブース販売、近畿圏の大学が集う日本酒のイベント
などでPR 活動を行っています。
　先日、地域の方に、神のまにまにを飲んでいただく機会に恵まれま
した。神戸大近くの企業の社長がお酒を気に入ってくださり、その方
が主催されている地域交流会の場で、PRイベントを行ったんです。山
崎先生にお酒についての講演をしていただき、懇親会で実際に神のま
にまにを飲んでもらって、地元の方に作っていただいた料理と合う飲
み合わせをアンケートしました。すると、驚くことに一番人気だった
のは、“冷や”と酒粕を使ったチーズケーキの組み合わせ。私たちにも
新たな発見でした。今、神のまにまにの酒粕を使ってチーズケーキの

開発もできればいいなと考え
ています。
　次回は8月に地域イベント
を開催する予定です。神戸大
がある灘は酒どころとして有
名なので、神戸の魅力の発信
につなげるためにも、ぜひ続
けていきたいです。

石崎 初音 ISHIZAKI Hatsune
 農学部 資源生命科学科 4年

明石 貴裕 AKASHI Takahiro

若者に日本酒の魅力を発信
2018 年「日本酒学入門」開講！

灘五郷酒造組合　
〒658-0046 兵庫県神戸市東灘区御影本町5丁目10番11号　 TEL: 078-841-1101
・http://www.nadagogo.ne.jp/　　・info@nadagogo.ne.jp

■日本酒の歴史、文化（目的：国酒の再確認）
　日本酒の発祥、歴史を理解するとともに、日本酒が持つ様々な文化的側面（日本酒にまつ
　わる儀式、しきたりなど）を知ることで、「国酒」の意義を再確認する。

■灘の風土と日本酒造り（目的：神戸・灘と日本酒の理解）
　灘が日本一の酒どころとなった経緯を地理的特徴や歴史的背景を通じて知る。灘の酒造り
　を支える活動（灘五郷酒造組合、水の保存、酒米など）を通じ、地域の特性を知る。

■海外への日本酒情報発信（目的：海外での日本酒の動向・情報発信を知る）
　海外での日本酒の変遷、動向を知る。近年盛んになっている日本酒の輸出や日本文化の一
　つとしての日本酒の海外での特性を学ぶ。日本酒を通じた情報発信を知る。他

灘五郷酒造組合提供オムニバス講義「日本酒学入門」　 ピックアップ講義　

画像提供：灘五郷酒造組合
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地
域
の
方
に
商
品
を
ア
ピ
ー
ル
し
て

神
戸
の
魅
力
発
信
に
つ
な
げ
た
い

地域交流会にて

 白鶴酒造株式会社 研究室 室長

日本酒学入門の受講生から
希望者を募り、
酒蔵見学も検討する
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増
水
し
た
川
の
流
量
を
ど
う
測
る
？

|
豪
雨
災
害
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
河
川
工
学
の
視
点
か
ら
見
て
も
、
大

規
模
な
災
害
が
増
え
て
い
る
と
感
じ
ま

す
。
水
防
法
も
毎
年
の
よ
う
に
改
正
さ

れ
て
お
り
、
昨
年
６
月
に
は
国
管
理
河

川
だ
け
で
な
く
地
域
の
中
小
河
川
で
も

避
難
計
画
等
の
策
定
が
義
務
化
さ
れ
る

な
ど
、
法
律
レ
ベ
ル
で
も
対
策
の
見
直

し
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
対
策
を
立
て
る
上
で
重
要
な
こ
と
は
、

雨
が
降
っ
た
と
き
に
、
ど
れ
く
ら
い
の
水

が
川
に
流
れ
出
て
く
る
か
、
そ
の
量
を
計

測
し
、
把
握
す
る
こ
と
で
す
。
降
水
量
に

つ
い
て
は
高
精
度
な
デ
ー
タ
が
得
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
川
の
流
量
（
あ

る
地
点
を
1
秒
ご
と
に
流
れ
る
水
の
量
）
を

正
確
に
把
握
す
る
こ
と
は
難
し
い
ん
で
す
。

|
流
量
の
計
測
は
ど
の
よ
う
に
？

　
日
本
で
は
昔
か
ら
「
浮
子
法
」
と
い
う

方
法
を
用
い
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
橋

の
上
か
ら
複
数
の
「
浮
き
」
を
流
し
、
川

岸
に
一
定
の
間
隔
で
人
を
配
置
し
て
浮
き

の
通
過
時
間
を
計
り
、
川
の
表
面
流
速
を

求
め
る
方
法
で
、
川
底
の
形
状
や
水
位
と

掛
け
合
わ
せ
て
流
量
を
計
算
し
ま
す
。
手

堅
い
方
法
で
す
が
、
計
測
す
る
場
所
に

よ
っ
て
は
、
浮
き
が
渦
に
巻
か
れ
た
り
し

て
う
ま
く
流
れ
ず
、
正
確
に
計
測
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
川
の
ピ
ー

ク
流
量
（
増
水
時
の
流
量
）
を
計
測
す
る

に
は
、
豪
雨
の
最
中
に
浮
き
を
流
さ
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
作
業
が
困
難
で
デ
ー
タ
が

取
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
し
、
そ
も
そ

も
危
険
で
す
。
し
か
し
、
ピ
ー
ク
流
量
の

デ
ー
タ
な
し
に
有
効
な
河
川
計
画
は
立
て

ら
れ
な
い
の
で
、
こ
の
点
が
今
、
問
題
に

な
っ
て
い
る
の
で
す
。

画
像
解
析
ソ
フ
ト
で
世
界
の
河
川
防
災
に
貢
献

河
川
監
視
カ
メ
ラ
の
映
像
を
活
用

|
そ
こ
で
、
映
像
に
着
目
さ
れ
た
。

　
全
国
各
地
に
河
川
監
視
カ
メ
ラ
が
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
映
像
を
解
析
し
て

計
測
す
る
方
法
を
、
20
年
以
上
前
か
ら
提

唱
し
て
き
ま
し
た
。
基
本
的
な
考
え
方

は
、
川
の
表
面
に
生
じ
る
波
紋
（
水
面
の

凹
凸
）
を
画
面
上
で
と
ら
え
、
そ
の
動
き

を
追
う
こ
と
で
移
動
距
離
と
時
間
を
計

り
、
流
速
を
求
め
る
と
い
う
シ
ン
プ
ル
な

も
の
で
、
浮
子
法
と
同
じ
で
す
。

　
ソ
フ
ト
化
し
て
市
販
し
た
の
は
、
私
が
開

Zoom-up
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河
川
監
視
カ
メ
ラ
の
動
画
か
ら
流
速
、流
量
を
計
測

オーストラリアで行われた流量観測ワークショップ。「KU-STIV」やドローンを活用する計測の実践

kaze Vol.11 08

　
近
年
、
全
国
で
豪
雨
災
害
が
多
発
し

て
い
る
。
２
０
１
５
年
９
月
の
関
東
・

東
北
豪
雨
で
鬼
怒
川
の
堤
防
が
決
壊

し
、
洪
水
に
よ
る
被
害
が
拡
大
し
た
こ

と
は
記
憶
に
新
し
い
。
こ
う
し
た
災
害

を
防
ぐ
に
は
、
増
水
し
て
も
安
全
に
水

を
流
せ
る
川
を
整
備
し
て
お
く
必
要
が

あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
降
雨
量
が
最

大
の
場
合
に
川
に
流
れ
出
す
水
の
量
を

把
握
す
る
こ
と
が
欠
か
せ
な
い
が
、
豪

雨
の
さ
な
か
に
川
の
流
量
を
計
測
す
る

作
業
に
は
困
難
と
危
険
が
伴
う
。

　
そ
こ
で
、
河
川
を
撮
影
し
た
映
像
か

ら
流
量
を
割
り
出
す
手
法
を
確
立
し
た

の
が
、
大
学
院
工
学
研
究
科
の
藤
田
一

郎
教
授
。
独
自
開
発
し
た
画
像
解
析
ソ

フ
ト
が
国
土
交
通
省
の
河
川
事
務
所
な

ど
で
利
用
さ
れ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・

ク
イ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
州
政
府
に
導
入
さ

れ
る
な
ど
、
国
際
的
に
も
高
い
評
価
を

得
て
い
る
。
画
像
解
析
技
術
に
よ
っ
て

的
確
な
河
川
計
画
の
策
定
と
市
民
の
安

全
に
貢
献
す
る
藤
田
教
授
に
お
話
を

伺
っ
た
。

Special Topic09

interviewee
FUJITA Ichiro藤田 一郎

大学院 工学研究科 市民工学専攻 教授
1954年山口県生まれ。1977年神戸大学工学部卒業。1979年神戸大学大学院工学研究科土木工学専攻修了。
1979年神戸大学工学部助手、1982年岐阜大学工業短期大学部講師、1991年岐阜大学工学部助教授、1999年
神戸大学都市安全研究センター助教授、2003年神戸大学工学部教授を経て、2007年より現職、（1995～1996年
米国アイオワ大学水理研究所で研究）専門は河川工学ほか。



発
し
た
「
Ｌ
Ｓ
Ｐ
Ｉ
Ｖ
」
と
「
Ｓ
Ｔ
Ｉ
Ｖ
」

と
い
う
２
つ
の
画
像
解
析
手
法
の
う
ち
、

「
Ｓ
Ｔ
Ｉ
Ｖ
」
の
方
で
す
。
注
目
さ
れ
た

き
っ
か
け
は
、
２
０
１
２
年
の
九
州
北
部
豪

雨
の
と
き
、
九
州
地
方
整
備
局
か
ら
「
ピ
ー

ク
流
量
の
デ
ー
タ
が
取
れ
な
か
っ
た
の
で
、

監
視
カ
メ
ラ
の
映
像
か
ら
割
り
出
せ
な
い

か
」
と
相
談
を
受
け
た
こ
と
で
す
。

　
画
像
解
析
に
よ
る
計
測
の
有
効
性
に
つ

い
て
は
、
そ
れ
以
前
か
ら
各
所
で
説
明
し

て
き
ま
し
た
が
、
国
土
交
通
省
や
Ｉ
Ｃ
Ｈ

Ａ
Ｒ
Ｍ
（
水
災
害
・
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
国
際
セ
ン
タ
ー
）
で
高
度
流
量
観
測
に

つ
い
て
話
し
合
う
う
ち
に
、
Ｓ
Ｔ
Ｉ
Ｖ
を

「
誰
も
が
使
え
る
よ
う
ソ
フ
ト
化
す
る
べ
き

だ
」
と
い
う
お
声
を
頂
く
よ
う
に
な
り
、

２
０
１
４
年
に
「
Ｋ
Ｕ
|
Ｓ
Ｔ
Ｉ
Ｖ
」
と

い
う
商
品
名
で
リ
リ
ー
ス
、
翌
年
に
は
英

語
版
の
提
供
も
開
始
し
ま
し
た

|
設
置
済
み
の
監
視
カ
メ
ラ
か
ら
デ
ー

タ
も
取
れ
れ
ば
、
自
治
体
に
と
っ
て
メ
リ
ッ

ト
は
大
き
い
。

　
た
だ
、
兵
庫
県
と
一
緒
に
検
証
し
た
際
に

は
、
課
題
も
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
夜
間

の
映
像
は
真
っ
暗
で
、
水
面
が
映
ら
な
い
の

で
す
。
洪
水
は
夜
間
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
こ

と
が
多
い
の
で
、
夜
の
映
像
は
是
非
と
も
欲

し
い
。
そ
こ
で
カ
メ
ラ
を
探
し
、
遠
赤
外
線

カ
メ
ラ
を
使
え
ば
、
夜
で
も
昼
間
の
よ
う
な

映
像
を
撮
れ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
コ

ス
ト
が
高
い
の
が
難
点
で
す
が
、
国
の
方
で

も
、
夜
間
撮
影
が
で
き
る
安
価
な
監
視
カ
メ

ラ
の
製
造
を
コ
ン
ペ
形
式
で
メ
ー
カ
ー
に
呼

び
か
け
て
い
ま
す
。

|
国
も
画
像
解
析
の
有
効
性
を
認
識
し
た
？

　
よ
う
や
く
、
で
す
ね
。
水
文
観
測
業
務
規

程
に
お
い
て
も
、
浮
子
法
し
か
認
め
ら
れ
な

か
っ
た
流
量
観
測
に
、
映
像
情
報
の
使
用
が

認
め
ら
れ
、
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
に
使
え
る
気
運

に
な
り
ま
し
た
。「
Ｋ
Ｕ
|
Ｓ
Ｔ
Ｉ
Ｖ
」
も
既

に
国
交
省
の
河
川
事
務
所
や
河
川
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
は
従

来
の
手
法
と
同
等
以
上
の
精
度
管
理
に
耐
え

る
も
の
に
高
め
て
い
く
こ
と
が
課
題
で
す
。

危
険
を
次
々
に
「
見
え
る
化
」

|
ド
ロ
ー
ン
も
活
用
さ
れ
て
い
る
。

　
監
視
カ
メ
ラ
で
は
川
の
流
域
の
1
点
し
か

観
測
で
き
ま
せ
ん
が
、
ド
ロ
ー
ン
を
使
え
ば

い
ろ
い
ろ
な
観
測
ポ
イ
ン
ト
を
と
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
、
危
険
な
場
所
や
、
緊
急
時
で

も
撮
影
で
き
ま
す
。
流
量
だ
け
で
な
く
、
川

の
ど
こ
で
流
れ
が
速
く
な
っ
て
い
る
か
、

カ
ー
ブ
の
ど
こ
で
水
が
ぶ
つ
か
っ
て
い
る
か

と
い
っ
た
観
点
も
重
要
で
す
の
で
、
ド
ロ
ー

ン
に
よ
る
撮
影
は
有
効
で
す
。
ま
た
、
河
川

計
画
を
策
定
す
る
上
で
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

モ
デ
ル
を
作
成
し
ま
す
が
、
実
際
の
計
測

デ
ー
タ
と
比
較
し
な
い
と
検
証
で
き
な
い
部

分
が
あ
り
ま
す
。
ド
ロ
ー
ン
で
実
測
デ
ー
タ

を
提
供
す
れ
ば
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
モ
デ

ル
の
改
良
に
役
立
つ
で
し
ょ
う
。

|
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
計
測
は
可
能
？

　
既
に
完
成
し
て
い
ま
す
。
川
岸
に
カ
メ

ラ
と
、
Ｓ
Ｔ
Ｉ
Ｖ
を
入
れ
た
マ
イ
ク
ロ

サ
ー
バ
ー
を
設
置
し
、
設
定
し
た
時
間
ご

と
に
ソ
フ
ト
が
起
動
し
て
映
像
を
撮
影

し
、
自
動
解
析
し
て
研
究
室
に
デ
ー
タ
を

送
信
す
る
し
く
み
で
す
。
解
析
に
必
要
な

映
像
は
10
〜
15
秒
ほ
ど
。
そ
れ
を
撮
影
し

て
、
解
析
に
要
す
る
時
間
は
１
〜
２
分
。

こ
れ
を
10
分
間
隔
で
繰
り
返
せ
ば
、
ほ
ぼ

リ
ア
ル
タ
イ
ム
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

デ
ー
タ
に
基
づ
く
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
が
で
き

る
こ
の
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、
昨
年
マ

レ
ー
シ
ア
の
国
際
水
理
学
会
で
発
表
し
ま

し
た
。
す
ご
く
反
響
が
あ
り
ま
し
た
ね
。

海
外
で
ユ
ー
ザ
ー
が
増
加
中

|
ソ
フ
ト
の
海
外
へ
の
供
給
は
？

　
私
は
Ｗ
Ｍ
Ｏ
（
世
界
気
象
機
関
）
で
、
流

量
観
測
に
関
す
る
レ
ク
チ
ャ
ー
シ
リ
ー
ズ
の

講
師
を
務
め
て
お
り
、
い
ろ
い
ろ
な
国
を

回
っ
て
い
ま
す
。
２
０
１
６
年
に
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
講
習
会

を
開
い
た
際
、
ク
イ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
州
政
府

の
技
術
者
で
あ
る
ラ
ン
ド
ー
ル
・
マ
ー
ク
氏

に
お
会
い
し
て
、
私
の
ソ
フ
ト
を
紹
介
し
ま

し
た
。
彼
は
と
て
も
気
に
入
っ
て
く
れ
て
、

翌
年
に
は
同
州
政
府
が
「
Ｋ
Ｕ
|
Ｓ
Ｔ
Ｉ
Ｖ
」

を
導
入
し
ま
し
た
。

|
２
０
１
０
年
末
に
大
洪
水
に
見
舞
わ

れ
た
州
で
す
ね
。

　
そ
れ
も
あ
っ
て
、
彼
ら
は
流
量
観
測
を
高

い
精
度
で
行
お
う
と
し
て
い
ま
す
。
Ａ
Ｄ
Ｃ

Ｐ
と
い
う
、
水
中
の
流
速
を
詳
細
に
測
れ
る

機
器
を
使
っ
て
い
ま
す
が
、
ボ
ー
ト
に
乗
っ

て
使
用
す
る
た
め
、
水
面
か
ら
60
セ
ン
チ
の

深
さ
ま
で
は
計
測
で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、

表
面
流
速
が
わ
か
る
「
Ｋ
Ｕ
|
Ｓ
Ｔ
Ｉ
Ｖ
」

と
連
携
さ
せ
る
試
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま

た
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
大
陸
だ
け
あ
っ

河川の流量測定システム「KU-STIV」を開発
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て
、
流
量
観
測
の
た
め
に
数
百
キ
ロ
も
移
動

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
意
味
で

も
、
カ
メ
ラ
を
設
置
し
て
お
け
ば
計
測
で
き

る
点
が
評
価
さ
れ
て
お
り
、
タ
ス
マ
ニ
ア
州

も
導
入
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
カ
ナ
ダ
、
イ
ギ
リ
ス
、
韓

国
、
ギ
リ
シ
ャ
な
ど
、
海
外
の
研
究
者
か
ら

多
数
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
、
１
年
間
無
料
の

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
版
を
送
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
イ
ギ
リ
ス
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
会
社
か
ら

「
代
理
店
に
な
り
た
い
」
と
い
う
打
診
も
あ

り
ま
し
た
。

|
国
際
的
な
注
目
の
的
で
す
ね
。
も
う

一
つ
の
画
像
解
析
手
法
「
Ｌ
Ｓ
Ｐ
Ｉ
Ｖ
」

に
つ
い
て
は
？

　
開
発
し
た
の
は
Ｌ
Ｓ
Ｐ
Ｉ
Ｖ
の
方
が
先

で
、
こ
れ
を
流
量
観
測
に
特
化
さ
せ
た
も
の

が
Ｓ
Ｔ
Ｉ
Ｖ
で
す
。
Ｌ
Ｓ
Ｐ
Ｉ
Ｖ
は
、
１
９

９
５
年
か
ら
１
年
ほ
ど
ア
イ
オ
ワ
大
学
の
水

理
研
究
所
に
い
た
と
き
に
、「
自
由
に
お
使

い
く
だ
さ
い
」
と
提
供
し
て
き
た
ん
で
す
。

そ
れ
を
フ
ラ
ン
ス
の
研
究
者
達
が
フ
リ
ー
ソ

フ
ト
と
し
て
提
供
し
始
め
た
の
で
、
国
際
的

に
は
Ｌ
Ｓ
Ｐ
Ｉ
Ｖ
の
方
が
普
及
し
て
お
り
、

Ｕ
Ｓ
Ｇ
Ｓ
（
ア
メ
リ
カ
地
質
調
査
所
）
を
中

心
に
世
界
標
準
に
し
よ
う
と
い
う
動
き
も
あ

る
よ
う
で
す
。
光
栄
で
す
ね
。

　
実
は
、
ク
イ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
州
が
画
像
解
析

ソ
フ
ト
を
選
ぶ
際
、
対
抗
馬
に
な
っ
た
の
が
Ｌ

Ｓ
Ｐ
Ｉ
Ｖ
だ
っ
た
ん
で
す
。
最
終
的
に
Ｓ
Ｔ
Ｉ

Ｖ
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
が
、
双
方
の
生
み
の
親

と
し
て
は
複
雑
な
気
持
ち
で
し
た
ね
（
笑
）。

藤田教授が開発した「KU-STIV」の操作画面。河川の映像に基準となる検査線を配置し（画面左上）、波紋や浮遊物が通
過した時間から流速を求め、その分布を分析して間接的に流量を推定する。川岸から（横から）撮影した映像を、真上
から見た映像に幾何補正し（画面右上）、1つ1つは短時間で消滅する波紋の軌跡を多数積み重ねた時空間画像
（Space-Time Image）を解析することで流速（Velocity）が得られる。

SATREPS（地球規模課題対応国際科学技術協力）のガーナプロジェクトに基づき受け入れた JICA（国際協力機構）研修生に「KU-STIV」の技術移転を進めている

ニュージーランド，クイーンズタウンの空港で

オーストラリア・クイーンズランド州の州都ブリスベンで行われたSTIVトレーニング
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今
回
は
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の
「
富
士
ス
カ
ウ
ト
章
」

を
受
章
し
た
国
際
人
間
科
学
部
２
年
の
辰
巳
貴
弘
さ

ん
を
取
材
し
ま
し
た
。
ス
カ
ウ
ト
の
活
動
や
大
学
で

の
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
、
附
属
学
校
時
代
の
お
話
な

ど
を
お
聞
き
し
ま
す
。

|
今
回
受
章
さ
れ
た
「
富
士
ス
カ
ウ
ト
章
」
に
つ

い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
一
般
的
に
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
は
５
つ
の
段
階
に
分
け
ら
れ
て
い
て
、

小
学
1
年
生
か
ら
2
年
生
の「
ビ
ー
バ
ー
ス
カ
ウ
ト
」、
小

学
3
年
生
か
ら
5
年
生
の
「
カ
ブ
ス
カ
ウ
ト
」
、
小
学
6

年
生
か
ら
中
学
3
年
生
の
「
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
」
、高
校

神大生の挑戦

生
以
上
の
「
ベ
ン
チ
ャ
ー
ス
カ
ウ
ト
」
、18
歳
か
ら
25
歳
ま

で
の「
ロ
ー
バ
ー
ス
カ
ウ
ト
」
が
あ
り
ま
す
。

　
今
回
受
章
し
た
「
富
士
ス
カ
ウ
ト
章
」
は
、
ベ
ン

チ
ャ
ー
ス
カ
ウ
ト
の
中
で
最
高
位
の
章
で
す
。
ロ
ー

バ
ー
ス
カ
ウ
ト
は
後
輩
を
指
導
す
る
立
場
に
な
る
の

で
、
こ
の
章
が
実
際
に
活
動
し
て
い
る
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ

ト
全
年
代
で
の
最
高
の
到
達
点
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
章
を
受
章
す
る
に
は
、
前
段
階
に
あ
た
る
「
隼

ス
カ
ウ
ト
章
」
を
受
章
し
た
上
で
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

の
「
ち
か
い
」
と
「
お
き
て
」
の
実
践
に
努
め
た
り
、
野

外
活
動
で
の
技
能
章
を
５
つ
程
取
得
し
た
り
な
ど
、

様
々
な
条
件
を
ク
リ
ア
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ベ
ン

チ
ャ
ー
ス
カ
ウ
ト
の
期
間
が
３
年
し
か
な
い
の
も
あ
っ

て
、
こ
こ
ま
で
来
る
前
に
諦
め
て
し
ま
う
こ
と
も
多

く
、
得
る
の
が
難
し
い
章
で
す
。

　
今
回
は
受
章
に
あ
た
り
、
首
相
官
邸
と
文
部
科
学
省
を

表
敬
し
、
平
成
29
年
度
富
士
ス
カ
ウ
ト
代
表
と
し
て
、

安
倍
総
理
の
前
で
「
弥
栄
」
三
唱
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
非
常
に
緊
張
し
ま
し
た
が
、
中
々
な
い
機
会
な
の

で
と
て
も
良
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

|
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
を
こ
こ
ま
で
続
け
る
こ
と
が

で
き
た
の
は
な
ぜ
で
す
か
？

　
一
番
の
理
由
は
、
ビ
ー
バ
ー
ス
カ
ウ
ト
の
頃
に
「
世

界
ス
カ
ウ
ト
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
」
を
紹
介
す
る
映
像
を
見

て
、「
是
非
こ
れ
に
参
加
し
た
い
！
」
と
思
っ
た
か
ら

で
す
。
世
界
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
は
、
４
年
に
１
度
開
催
さ

れ
る
ス
カ
ウ
ト
最
大
の
大
会
で
、
約
２
週
間
の
キ
ャ
ン

プ
を
通
じ
て
、
世
界
中
の
ス
カ
ウ
ト
と
交
流
す
る
イ
ベ

ン
ト
で
す
。
学
校
の
勉
強
や
部
活
動
も
あ
り
、
何
度
も

途
中
で
辞
め
よ
う
か
と
思
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た

が
、
こ
の
大
会
に
参
加
し
た
い
と
い
う
強
い
気
持
ち
が

あ
っ
て
、
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
高
校
２
年
生
の
時
に
、
念
願
が
か
な
っ
て
世
界
ジ
ャ
ン

ボ
リ
ー
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
、
様
々
な
国
の
人
と
活

動
を
し
、
自
分
の
価
値
観
が
す
ご
く
変
わ
り
ま
し
た
。

1
5
0
以
上
の
国
と
地
域
か
ら
約
3
万
4
0
0
0
人
の
ス

カ
ウ
ト
が
参
加
し
て
い
て
、
こ
れ
ほ
ど
の
規
模
の
大
会
に

参
加
で
き
た
事
は
、
本
当
に
貴
重
な
体
験
で
し
た
。

|
神
戸
大
学
の
附
属
学
校
に
通
わ
れ
て
い
た
そ
う

で
す
が
、
そ
の
頃
の
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
附
属
小
学
校
に
受
験
を
し
て
入
学
し
、
そ
の
後
附
属

中
等
教
育
学
校
に
進
学
し
ま
し
た
。
中
等
教
育
学
校
は

６
年
一
貫
教
育
で
、
高
校
３
年
生
に
当
た
る
学
年
で
は
、

「
卒
業
研
究
」
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
自
分
で
研
究
テ
ー

マ
を
考
え
て
論
文
を
書
く
の
で
す
が
、
私
は
ボ
ー
イ
ス

カ
ウ
ト
を
題
材
に
し
て
、『
幼
年
期
か
ら
青
年
期
に
お
け

る
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
運
動
に
関
す
る
一
考
察
』
と
い
う

テ
ー
マ
に
し
ま
し
た
。「
楽
し
く
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
活
動

し
て
き
た
ス
カ
ウ
ト
活
動
で
し
た
が
、
一
つ
の
教
育
機

関
と
し
て
、「
子
ど
も
た
ち
に
意
識
さ
せ
ず
に
社
会
で
生

き
て
い
く
力
を
育
む
」
と
い
う
目
標
が
定
め
ら
れ
て
い

る
な
ど
、
研
究
し
て
み
て
奥
が
深
い
も
の
が
あ
る
と
い

う
事
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
中
学
生
に
当
た
る
学
年
の
頃
に
参
加
し
た
「
ト

ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ
ー
ク
」
と
い
う
、
兵
庫
県
で
実
施
さ
れ

て
い
る
職
場
体
験
も
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
部
活
動
で

サ
ッ
カ
ー
を
や
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
神
戸
の
ス
ポ
ー

ツ
関
連
企
業
に
行
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
サ
ッ
カ
ー

ス
パ
イ
ク
の
商
品
を
企
画
す
る
会
議
に
参
加
さ
せ
て
も

ら
い
、
将
来
自
分
も
こ
う
い
う
仕
事
が
し
た
い
と
強
く

思
い
ま
し
た
。
大
学
の
志
望
校
を
決
め
る
際
に
も
そ
の

思
い
は
変
わ
ら
ず
、
国
際
人
間
科
学
部
の
発
達
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
学
科
で
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
こ
と
を
学
べ
る
と

分
か
り
、
神
戸
大
学
を
受
験
し
ま
し
た
。

|
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
今
は
、
主
に
ス
ポ
ー
ツ
科
学
や
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
に
つ
い
て
学
ん
で
い
ま
す
。「
国
際
」
人
間
科
学
部

な
の
で
、
日
本
だ
け
で
な
く
世
界
に
目
を
向
け
て
勉
強

が
で
き
る
大
変
良
い
環
境
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

学
部
で
は
留
学
が
必
須
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
今
年
の

夏
に
一
ヵ
月
間
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ
留
学
す
る
予
定
に
し

て
い
ま
す
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
選
ん
だ
の
は
、
ア
メ
リ

カ
の
４
大
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
を
実
際
に
見
て
体
感
し
た
い

と
い
う
事
と
、
ア
メ
リ
カ
の
大
学
で
は
ど
う
い
う
ス

ポ
ー
ツ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
形
成
さ
れ
て
い
る
の
か
を
調

べ
て
み
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

　
勉
強
以
外
で
は
、
体
育
会
の
フ
ッ
ト
サ
ル
部
に
所
属

し
て
お
り
、
毎
日
忙
し
い
で
す
が
、
と
て
も
充
実
し
て

い
ま
す
。

|
こ
れ
か
ら
の
目
標
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
大
学
生
の
間
は
、
学
内
外
を
問
わ
ず
様
々
な
活
動
に

参
加
し
て
、
自
分
の
価
値
観
や
考
え
方
を
広
げ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
附
属
中
等
教
育
学
校
の
先
生

が
教
え
て
く
れ
た
言
葉
に
、「
得
意
よ
り
好
き
を
追
求

し
な
さ
い
」
と
い
う
の
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、

ス
カ
ウ
ト
活
動
や
職
業
体
験
で
自
分
が
興
味
を
持
っ
た

こ
と
を
追
求
し
て
き
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
そ
の
気
持

ち
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ス
カ

ウ
ト
活
動
も
、
今
は
後
輩
を
指
導
す
る
立
場
に
な
り
、

自
分
が
今
ま
で
に
学
ん
だ
こ
と
を
、
後
輩
に
伝
え
て
い

き
た
い
で
す
。

|
最
後
に
高
校
生
の
方
に
向
け
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
勉
強
も
忙
し
い
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
に
縛

ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
部
活
動
や
学
校
外
の
活
動
に

も
参
加
し
て
、
考
え
方
や
価
値
観
を
広
げ
て
ほ
し
い

で
す
。
そ
の
中
で
自
分
が
興
味
の
あ
る
こ
と
を
見
つ

け
て
、
継
続
し
て
い
く
こ
と
を
大
切
に
し
て
も
ら
え

た
ら
と
思
い
ま
す
。

六甲全山縦走
（国際人間科学部発達コミュニティ学科アクティブライフプログラムの実習にて）

い
や
さ
か

戦挑
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の
最
高
位「
富
士
ス
カ
ウ
ト
章
」を
受
章

神大生
の

国
際
人
間
科
学
部 

発
達
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
学
科
2
年

辰
巳 

貴
弘

TATSU
M

I  Takahiro



kaze Vol.11KOBE教育15 14

大学院理学研究科 数学専攻 理学博士

齋藤 政彦

数理・データサイエンスセンター長

SAITO Masahiko

　
今
、
第
４
次
産
業
革
命
は
、「
情
報
化
産
業
革
命
」
で
あ
る
と
い

う
こ
と
が
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
株
式
時
価
総
額
世
界
ラ
ン
キ
ン
グ

の
ト
ッ
プ
５
社
が
、
ア
ッ
プ
ル
や
ア
マ
ゾ
ン
、
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト

等
の
I
T
関
連
企
業
で
占
め
ら
れ
て
お
り
、
二
十
数
年
前
と
比
べ

て
産
業
構
造
が
大
き
く
変
化
し
ま
し
た
。
21
世
紀
の
資
源
は
「
デ
ー

タ
」
で
あ
り
、
そ
れ
を
分
析
・
解
析
し
て
価
値
に
結
び
つ
け
ら
れ

る
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
が
、
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
中
、
神
戸
大
学
で
は
、
数
理
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
の

教
育
・
研
究
・
産
学
社
会
連
携
を
推
進
す
る
た
め
、
2
0
1
7
年

12
月
に
数
理
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、
セ
ン
タ
ー
）

を
設
置
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
全
学
的
に
教
育
を
実
施
し
て
い
こ

う
と
、
主
に
学
部
の
１
、
２
年
生
を
対
象
と
し
た
「
数
理
・
デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
標
準
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
コ
ー
ス
」
を
今
年
の
4
月
か

ら
開
講
し
て
い
ま
す
。
現
在
は
国
際
人
間
科
学
部
、
経
済
学
部
、

経
営
学
部
、
理
学
部
、
工
学
部
、
農
学
部
、
海
事
科
学
部
の
７
学
部

の
学
生
が
受
講
で
き
、
来
年
度
か
ら
は
残
り
の
３
学
部
で
も
受
講

可
能
に
な
る
予
定
で
す
。

　
こ
の
コ
ー
ス
で
は
、
数
理
科
目
、
統
計
科
目
、
情
報
科
目
、
デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
科
目
の
４
つ
の
区
分
を
設
け
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
合

計
14
単
位
以
上
取
得
す
る
事
に
よ
っ
て
、
コ
ー
ス
修
了
の
認
定
書
が

付
与
さ
れ
ま
す
。
理
系
・
文
系
に
限
ら
ず
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
に

必
要
な
、
数
理
統
計
の
力
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
力
、
価
値
創
造
に

結
び
つ
け
る
力
の
基
礎
を
学
べ
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
理
工
系
で
、
こ
う
い
っ
た
分
野
に
興
味
の
あ
る
方
は
も
ち
ろ
ん

な
の
で
す
が
、
人
文
系
・
社
会
科
学
系
や
医
学
系
の
学
生
に
も
多

く
受
講
し
て
欲
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
第
３
ク
ォ
ー

タ
ー
か
ら
開
講
す
る
「
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
入
門
」
と
い
う
授
業

で
は
、
様
々
な
分
野
で
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
が
使
わ
れ
て
い
る
実

例
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
オ
ム
ニ
バ
ス
形
式
で
の
講
義
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
医
学
部
で
レ
ン
ト
ゲ
ン
や
C
T
の
画
像
デ
ー
タ
を

人
工
知
能
に
教
え
て
画
像
診
断
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
し
て
い
る
先

生
や
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
使
っ
て
言
語
学
の
分
野
で
研
究
を
さ
れ

て
い
る
先
生
、
経
営
学
の
分
野
で
金
融
工
学
、
ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
、

仮
想
通
貨
な
ど
の
研
究
を
さ
れ
て
い
る
先
生
な
ど
、
多
様
な
例
が

あ
り
ま
す
の
で
、
幅
広
い
分
野
の
事
例
を
紹
介
で
き
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
う
い
っ
た
概
論
的
な
授
業
は
全
学
部
で
共
通
と
な
る
の
で
す

が
、
他
の
科
目
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
学
部
に
合
わ
せ
た
授
業
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
こ
れ
は
ほ
ん
の
一
例
で
す
が
、
統
計
科
目

だ
と
工
学
部
向
け
の
「
デ
ー
タ
解
析
」、
経
済
学
部
向
け
の
「
経
済

統
計
学
」、
農
学
部
向
け
の
「
食
料
情
報
学
」
が
あ
っ
た
り
、
情
報

科
目
で
国
際
人
間
科
学
部
向
け
に
「
I
T
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

デ
ザ
イ
ン
」
の
授
業
が
あ
っ
た
り
な
ど
で
す
。

　
ま
た
、セ
ン
タ
ー
で
は
今
、P
B
L
（Problem

 Based Learning

、

問
題
解
決
学
習
）
と
い
う
教
育
方
法
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
実
際
の
具
体
的
な
問
題
を
素
材
と
し
て
、
そ
の
解
決
に
向

け
て
チ
ー
ム
学
習
を
行
っ
て
い
く
と
い
う
も
の
で
す
。
以
前
に
、

日
本
総
研
と
神
戸
大
学
の
協
働
教
育
と
い
う
こ
と
で
、「
I
T
と
金

融
ビ
ジ
ネ
ス
の
最
前
線
」
と
い
う
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
し
た
。
そ
の
時
に
は
、
経
済
学
部
、
経

営
学
部
、
工
学
部
、
理
学
部
な
ど
の
学
生
が
集
ま
っ
て
、
実
際
の

金
融
の
現
場
に
お
い
て
I
T
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か

を
学
び
、
現
場
の
問
題
の
解
決
に
向
け
て
グ
ル
ー
プ
で
議
論
を
行

い
、
そ
の
内
容
を
発
表
し
ま
し
た
。
神
戸
大
学
は
10
の
学
部
と
15

の
研
究
科
が
あ
る
「
文
理
融
合
」
の
総
合
大
学
で
す
。
様
々
な
学
部
・

研
究
科
の
学
生
が
共
に
課
題
に
取
り
組
む
と
い
う
の
は
、
ま
さ
に

本
学
に
ふ
さ
わ
し
い
教
育
の
形
で
す
。
数
理
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン

ス
と
い
う
の
は
、
そ
の
共
通
す
る
良
い
ト
ピ
ッ
ク
だ
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
教
育
を
進
め
て
い
く
に
あ
た
り
、
企
業
や
地
方
自

治
体
と
協
働
す
る
こ
と
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
企
業
や
自
治
体
に
は
、

様
々
な
分
野
・
問
題
に
関
し
て
実
際
の
デ
ー
タ
が
大
量
に
あ
り
ま

す
。
そ
れ
ら
を
提
供
し
て
も
ら
っ
て
、
セ
ン
タ
ー
で
研
究
を
行
い
、

教
育
の
場
に
も
生
か
し
て
い
く
。
そ
う
い
う
体
制
を
作
っ
て
い
こ

う
と
し
て
い
ま
す
。
関
西
の
６
大
学
が
連
携
し
て
「
関
西
地
区
コ

ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」
を
作
っ
て
い
て
、
そ
こ
へ
企
業
や
自
治
体
な
ど

に
も
参
加
し
て
も
ら
い
、
人
材
育
成
と
産
業
の
活
性
化
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
本
学
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
南
洋
理
工
大
学
と

協
定
を
結
ん
で
い
ま
す
。
南
洋
理
工
大
学
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・

サ
イ
エ
ン
ス
の
分
野
で
は
世
界
２
位
の
大
学
で
す
。
こ
う
い
っ
た

非
常
に
研
究
力
の
高
い
大
学
と
も
、
お
互
い
の
大
学
で
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
す
る
な
ど
、
連
携
を
密
に
し
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
紹
介
し
き
れ
ま
せ
ん
が
、
セ
ン
タ
ー
で
は
、
学
部
生

向
け
の
基
礎
的
な
教
育
だ
け
で
な
く
、
そ
こ
か
ら
本
当
に
活
躍
で

き
る
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
を
育
成
す
る
た
め
の
教
育
も

行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。
標
準
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
コ
ー
ス
で
デ
ー
タ

サ
イ
エ
ン
ス
の
基
礎
を
学
ん
だ
学
生
が
、
さ
ら
に
上
の
ス
キ
ル
を

身
に
つ
け
て
い
け
る
体
制
も
整
え
て
い
く
予
定
で
す
の
で
、
是
非

た
く
さ
ん
の
学
生
に
活
用
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

数理・データサイエンスセンタースタッフ：左から、井上 広明特命助教、齋藤 政彦センター長、
小澤 誠一研究部門長（副センター長）、爲井 智也特命講師、中山 晶絵学術研究員

センターの研究の一例：高齢者のリハビリや運動能力の評価
のため、姿勢や重心制御の能力を測定。

センターでは、CMDS論文セミナーをは
じめとし、CMDS先端セミナーなど様々
な活動を行っています。詳細については、
下記のホームページをご参照ください。

http://www.cmds.kobe-u.ac.jp/

世界で活躍するための
数理・データサイエンスを学ぶ

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
と
は
、
様
々
な
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
分
析
し
、
そ
こ
か
ら
新
し
い
知
見
や
価
値
を
生
み
出
し
て
い
く
手
法
・
技
術
の
こ
と
。

I
C
T
技
術
が
急
速
に
発
展
す
る
現
代
に
お
い
て
は
、
文
系
・
理
系
を
問
わ
ず
、
こ
れ
ら
の
知
識
を
持
つ
こ
と
が
ま
す
ま
す
重
要
に

な
っ
て
い
ま
す
。
神
戸
大
学
で
は
、
平
成
30
年
4
月
か
ら
新
た
に
「
数
理
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
標
準
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
コ
ー
ス
」
を

開
設
し
ま
し
た
。

KOBE教育

Center for Mathematical and Data Sciences
神戸大学 CMDS 論文セミナーの様子

Voice
　 農学部で開講さ

れていた統計学の授

業を取ったことが

あったのですが、そ

れで初めて、自分

が 今 ま で 実 験 で

使っていた統計的

な処理手法の意味

がよく分かりまし

た。これまで、そ

ういった手法をな

んとなく使っていた部分があったのですが、強引なやり方

をしていたなと気づきました。それで、今後データ処理を

やるのであれば、その基礎の部分をもっときちんと勉強し

ないといけないと思い、データサイエンスの授業を履修す

ることにしました。

　私が受けたのは「データサイエンス概論」という授業

だったのですが、確率統計の基礎や、様々なデータ分析

手法の基礎、機械学習の原理などを学びました。いろん

な手法の基礎を学ぶことができ、「この場合はあの手法

が使えるんじゃないか」と発想できるようになったのも

良かったです。

　私は今、ロシアの森林のデータを解析して、山火事の

起きた時期によって森林がどのように変化していくかと

いうのを研究しています。200年前・40年前・2年前に山

火事が起きた土地のデータを比較したりするのですが、

こういった数字として結果が見えるような研究が好きな

ので、今後もデータサイエンス関連の勉強をし、活用し

ていきたいと思っています。

岡部 桃子 OKABE Momoko
農学部 資源生命科学科 4年

神戸大学数理・データサイエンス標準カリキュラムコース

関連授業
履修生の声

データサイエンス
研 究

第4次産業革命を支える

データイノベーション
教 育

数理・データサイエンスリテラシーを身に着ける

グローバルデータ
イノベーション拠点

データに関わる課題解決や価値創造の為の

Center for Mathematical and Data Sciences



神
大
O
G
・
O
B

キ
ラ
リ

金
子 

か
ず
え

株
式
会
社  

T
r
a
v
e
l 

& 

W
o
r
k

代
表
取
締
役

kaze Vol.11

キラリ神大OG・OB

16キラリ神大 OG・OB17

|
現
在
、
ど
の
よ
う
な
お
仕
事
を
さ
れ
て
い
る

の
で
す
か
？

「Japanese Language  &
 Culture

」
と
い
う

Facebook

ペ
ー
ジ
を
運
営
し
て
い
て
、
そ
こ
に
飲

食
店
や
自
治
体
の
観
光
P
R
等
を
投
稿
す
る
と
い

う
ビ
ジ
ネ
ス
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ペ
ー
ジ
は
、

主
に
日
本
語
や
日
本
文
化
を
紹
介
す
る
写
真
・
動

画
を
、
ほ
ぼ
毎
日
投
稿
し
て
い
る
も
の
で
す
。
動

画
に
は
私
自
身
も
出
演
し
、
関
西
の
観
光
地
の
レ

ポ
ー
ト
を
し
た
り
、「Kanji on the street

」
と
題

し
て
日
本
で
よ
く
見
る
漢
字
の
解
説
を
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
コ
ン
テ
ン
ツ
は
海

外
の
方
に
と
て
も
人
気
が
あ
っ
て
、
ペ
ー
ジ
に

は
今
、
20
〜
30
代
を
中
心
に
40
万
人
以
上
の

フ
ォ
ロ
ワ
ー
が
い
ま
す
。

　
こ
の
ペ
ー
ジ
を
利
用
す
れ
ば
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向

け
の
P
R
を
、
日
本
に
関
心
を
持
っ
て
い
る
外
国
人

の
方
に
的
確
に
届
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
よ
り
効

果
的
な
P
R
動
画
を
提
案
・
作
成
す
る
の
も
、
弊
社

の
サ
ー
ビ
ス
の
一
つ
で
す
。
学
生
の
頃
か
ら
海
外
に

興
味
が
あ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
10
年
以
上
海
外
で
生
活

し
て
い
ま
し
た
の
で
、
そ
の
経
験
を
生
か
し
て
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。

|
学
生
時
代
か
ら
海
外
に
興
味
が
あ
っ
た
の
で

す
ね
。
そ
の
頃
の
お
話
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
私
は
埼
玉
県
出
身
で
、
神
戸
に
来
た
の
は
大
学

進
学
の
時
が
初
め
て
で
し
た
。
神
戸
は
海
も
山
も

近
く
、
自
然
と
都
会
が
程
よ
く
あ
っ
て
、「
す
ご

|
卒
業
後
は
ど
の
よ
う
な
進
路
に
進
ま
れ
た
の

で
す
か
？

　
一
旦
は
大
学
の
研
究
室
に
研
究
生
と
し
て
所
属
し

た
の
で
す
が
、
も
う
一
度
ア
メ
リ
カ
に
行
き
た
い
と

い
う
思
い
が
強
く
て
。
色
々
と
探
し
て
、
ア
メ
リ
カ

の
大
学
で
勉
強
を
し
な
が
ら
、
そ
こ
で
日
本
語
を
教

え
る
と
い
う
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
見
つ
け
て
応
募
し

ま
し
た
。
そ
れ
で
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
の
大
学
で
日

本
語
教
授
法
を
学
ん
だ
後
、
テ
ネ
シ
ー
州
の
大
学
で

２
年
間
日
本
語
の
ク
ラ
ス
を
受
け
持
ち
ま
し
た
。
日

本
語
を
教
え
る
の
は
と
て
も
面
白
か
っ
た
で
す
。
こ

の
時
に
、
自
分
は
人
前
で
何
か
を
教
え
る
の
が
好
き

な
の
だ
と
発
見
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
は
、
シ
ド
ニ
ー
の
大
学
院
に
進
学
し
、
日
本

語
と
英
語
の
教
授
法
を
学
び
、
ま
た
実
際
に
日
本
語
の

ク
ラ
ス
を
受
け
持
ち
ま
し
た
。
日
本
語
を
学
び
た
い
と

い
う
人
は
意
外
と
多
く
、
学
習
者
に
は
様
々
な
母
国
語

の
人
が
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
合
っ
た
教
え
方
を
考
え
、

提
案
す
る
の
が
楽
し
か
っ
た
で
す
。

|
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
も
長
く
生
活
さ
れ
て
い
た

と
か
。

　
そ
う
で
す
ね
、
シ
ド
ニ
ー
の
大
学
院
を
卒
業
し

た
後
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
移
住
し
ま
し
た
。
た
ま

た
ま
仕
事
を
見
つ
け
ら
れ
た
か
ら
だ
っ
た
の
で
す

が
、
あ
っ
と
い
う
間
に
７
年
も
経
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
ね
。

　
実
は
、
最
初
に
起
業
し
た
の
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

だ
っ
た
ん
で
す
。
当
初
は
企
業
に
勤
め
て
い
た
の

で
す
が
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
副
業
を
し
て
い
る
人

も
多
く
、
気
軽
に
起
業
で
き
る
環
境
が
整
っ
て
い

た
た
め
、
自
分
で
も
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
。
そ
れ
で
、
企
業
向
け
の
日
本
語
教
育
を

フォロワー数40万人超えのFacebookページ「Japanese Language & Culture」。
海外で様々な経験をし、現在このFacebookページを使って神戸から世界へ情報を発信するビジネスを
展開されている、株式会社 Travel & Workの代表・金子かずえさんにお話を伺いました。

日本の魅力を新しい手法で
海外へ発信

提
供
す
る
会
社
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
最
初
は
日
本

語
の
み
を
教
え
て
い
た
の
で
す
が
、
あ
る
お
客
様
の

リ
ク
エ
ス
ト
に
よ
り
、
日
本
ビ
ジ
ネ
ス
文
化
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
っ
て
。
こ
れ
が
意
外
と

需
要
が
あ
っ
た
の
で
、
企
業
や
公
開
講
座
、
大
学
の

生
涯
学
習
コ
ー
ス
な
ど
で
も
実
施
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ま
た
同
時
期
に
南
洋
理
工
大
学
で
非
常
勤

の
日
本
語
講
師
も
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
時
の
経
験

は
、
学
ぶ
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
ね
。

|
海
外
で
多
彩
な
経
験
を
さ
れ
て
い
た
の
で
す

ね
！ 

日
本
に
戻
っ
て
起
業
さ
れ
た
経
緯
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
永
住
権
も
取
得
し
て
い
た

の
で
す
が
、
改
め
て
「
あ
あ
、
日
本
は
良
か
っ
た

な
」
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
、
日

本
語
や
日
本
文
化
を
教
え
て
い
な
が
ら
、
日
本
に

も
う
10
年
も
帰
っ
て
い
な
い
と
い
う
の
も
ダ
メ
だ

な
と
（
笑
）
。
そ
れ
で
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
よ
う
と

思
っ
て
帰
国
し
ま
し
た
。
日
本
で
の
起
業
は
難
し

い
の
で
は
と
い
う
先
入
観
が
あ
っ
て
、
一
旦
は
企

業
に
就
職
し
ま
し
た
。

　
日
本
で
起
業
す
る
こ
と
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
、

「Japanese Language &
 Culture

」
の
フ
ォ
ロ
ワ
ー

数
が
徐
々
に
増
え
て
い
き
、
ペ
ー
ジ
に
広
告
を
出
さ

せ
て
く
れ
な
い
か
と
問
い
合
わ
せ
を
い
た
だ
い
た
こ

と
で
す
。
こ
の
ペ
ー
ジ
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
起
業

し
た
会
社
の
P
R
の
一
環
と
し
て
作
っ
た
も
の
だ
っ

た
の
で
す
が
、
日
本
に
帰
っ
て
か
ら
も
時
々
更
新
し

て
い
ま
し
た
。
こ
れ
が
ビ
ジ
ネ
ス
に
な
る
の
で
は
と

感
じ
、
去
年
の
6
月
か
ら
事
業
を
始
め
て
、
今
年
の

5
月
に
法
人
化
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
企
業
で
働
く
の

も
楽
し
か
っ
た
の
で
す
が
、
ど
う
し
て
も
大
好
き
な

KANEKO Kazue金子 かずえ
株式会社  Travel & Work 代表取締役
埼玉出身、1998年、理学部卒。Univ. of New South Wales 日本語応用言語学科修士号取得、海外滞在歴10年（アメリカ、
オーストラリア、シンガポール）、日本語講師、ビジネス開発マネージャーを経て2006年にシンガポールにて
J-Biz Training & Consultancy 設立、企業向け日本語教育及び日本ビジネス文化セミナーを提供・主催。シンガポール
及びマレーシアの大学関連施設、ホテル（公開講座）等で開催、2008 年日本語・日本文化情報を発信する
FB ページ: Japanese Language & Culture 運営開始、2010年帰国後、様々な企業にてトレーナーの仕事を務める。
前職はアマゾンジャパン、2017年日本発信メディア広告サービスを事業とするTravel & Work を設立。

い
！
」
と
思
い
ま
し
た
ね
。
理
学
部
生
物
学
科
で

学
ん
で
い
て
、
当
初
は
研
究
者
に
な
ろ
う
と
考
え

て
い
ま
し
た
。
演
劇
研
究
会
の
「
は
ち
の
巣
座
」

に
も
所
属
し
て
い
て
、
勉
強
に
課
外
活
動
に
と
、

と
て
も
楽
し
い
大
学
生
活
で
し
た
。
そ
ん
な
中
、

2
年
生
が
終
了
し
た
頃
に
、
世
界
を
見
て
視
野
を

広
げ
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
ん
で
す
。
そ
れ

で
、
休
学
し
て
ア
メ
リ
カ
に
1
年
間
留
学
し
、
カ

ン
ザ
ス
州
、
ミ
シ
シ
ッ
ピ
州
、
ミ
ネ
ソ
タ
州
を

回
っ
て
英
語
と
専
門
分
野
を
勉
強
し
ま
し
た
。

南洋理工大学で担当した日本語クラスの学生と大阪産業創造館でのインバウンドイベント出展

神
戸
に
戻
り
た
く
て
。
神
戸
で
な
か
な
か
就
職
先
を

見
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
、
神
戸
で
起
業
す
れ
ば

戻
れ
る
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
た
の
も
大
き
い
で
す
。

|
今
後
の
こ
と
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
飲
食
店
や
、
イ
ベ
ン
ト
・
観
光
地
を
P
R
し
た
い

自
治
体
の
方
に
、
も
っ
と
利
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
活

動
し
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。「Japanese

Language &
 Culture

」
は
日
本
に
興
味
の
あ
る
外

国
人
の
方
が
た
く
さ
ん
見
て
く
れ
て
い
ま
す
し
、
そ

こ
か
ら
更
に
特
定
の
分
野
で
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
り
、

費
用
対
効
果
の
高
い
P
R
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
弊
社

の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
、
外
国
人
誘
致
の
き
っ
か

け
に
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

　
ま
た
今
後
は
、
会
員
制
の
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
作
っ

て
、
日
本
語
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
し
た
り
、
ニ
ッ
チ

な
情
報
の
発
信
も
し
て
み
た
い
な
と
思
っ
て
い
ま

す
。
ア
イ
デ
ア
は
色
々
尽
き
な
い
の
で
、
ど
れ
を
事

業
と
し
て
や
る
か
選
ぶ
の
が
難
し
い
で
す
が
、
自
分

が
思
い
描
い
た
こ
と
を
こ
れ
か
ら
も
実
現
さ
せ
て
い

き
た
い
で
す
。

|
最
後
に
神
大
生
に
向
け
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
や
り
た
い
と
感
じ
た
こ
と
を
す
る
の
は
、
と
て
も

価
値
の
あ
る
こ
と
だ
と
思
う
の
で
、
是
非
何
で
も
挑

戦
し
て
ほ
し
い
で
す
。
留
学
も
、
今
は
大
学
が
手
厚

く
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
の
で
、
挑
戦
す
る
ハ
ー
ド

ル
は
す
ご
く
下
が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
私
が

通
っ
て
い
た
頃
は
今
ほ
ど
整
っ
て
な
か
っ
た
の
で
、

羨
ま
し
い
で
す
（
笑
）。
や
っ
て
み
て
損
を
す
る
と

い
う
こ
と
は
、
な
い
と
思
い
ま
す
。
き
っ
と
得
ら
れ

る
も
の
の
方
が
多
い
の
で
、
是
非
や
り
た
い
こ
と
を

や
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

株式会社  Travel & Work   https://travelandwork.jp
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AIESEC      　アイセック神戸大学委員会

社会課題の解決にピンポイントで取り組み
志高いリーダーを育成する！
国際的な学生インターンシップを、学生自らの手で企画・運営しているアイセック神戸大学委員会。

その活動が今年から、神戸大学の「神戸グローバルチャレンジプログラム（GCP）」と連携することになり、アイセックの研修プログラムに基づく

海外インターンシップが単位認定の対象になった。アイセックを通じて海外に目を向ける学生が、さらに増えそうだ。

柳林 康 YANAGIBAYASHI Kou
 発達科学部 人間環境学科 3年

神大発地球

井関 亮太 ISEKI Ryota
 経済学部 経済学科 3年

の
可
能
性
が
最
大
限
発
揮
さ
れ
る
社
会
の
実
現
」
と

い
う
ビ
ジ
ョ
ン
の
も
と
活
動
し
て
い
ま
す
。
海
外
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
通
し
、
異
文
化
圏
の
人
と
、
同
じ
目

標
に
向
け
て
協
力
し
て
活
動
す
る
と
い
う
経
験
を
し

て
も
ら
う
。
そ
れ
に
よ
り
、
様
々
な
国
の
人
々
と
社
会

課
題
の
解
決
に
向
け
て
協
働
で
き
る
、
高
い
志
を
も
っ

た
リ
ー
ダ
ー
を
輩
出
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

柳
林
　
ア
イ
セ
ッ
ク
で
は
、
特
に
目
標
設
定
を
大
事

に
し
て
い
ま
す
。
人
は
、
簡
単
に
達
成
で
き
る
範
囲

の
こ
と
だ
け
を
や
っ
て
い
て
も
成
長
し
ま
せ
ん
。
海

外
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
企
画
す
る
上
で
は
、
社
会

課
題
の
解
決
を
目
指
し
た
り
、
一
人
で
活
動
す
る
だ

け
で
は
実
現
で
き
な
い
目
標
を
設
定
し
た
り
す
る
こ

と
で
、
自
分
の
壁
を
乗
り
越
え
て
、
人
を
巻
き
込
む

力
や
挑
戦
し
て
い
く
力
を
養
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

|
主
な
活
動
内
容
は
？

井
関
　
日
本
の
学
生
を
海
外
の
企
業
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

に
イ
ン
タ
ー
ン
と
し
て
派
遣
す
る
「
送
り
出
し
事

業
」
と
、
海
外
の
学
生
を
日
本
の
企
業
に
派
遣
す
る

「
受
け
入
れ
事
業
」
の
2
本
柱
で
す
。
研
修
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
企
画
か
ら
、
受
け
入
れ
企
業
へ
の
提
案
、
学

生
の
募
集
や
ビ
ザ
な
ど
の
就
労
手
続
き
、
参
加
す
る

学
生
の
フ
ォ
ロ
ー
ま
で
を
行
っ
て
い
ま
す
。

柳
林
　
海
外
へ
の
送
り
出
し
は
１
２
６
か
国
・
地
域

の
支
部
と
連
携
し
て
い
て
、
現
地
（
海
外
）
企
業
へ

の
提
案
を
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
人
を
介
す
る

と
、
自
分
た
ち
が
考
え
る
趣
旨
が
伝
わ
り
に
く
い
時

も
あ
る
の
で
、
直
接
現
地
を
訪
れ
て
交
渉
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
僕
も
先
日
、
タ
イ
に
出
張
し
、
提
案

を
し
て
き
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ン
の
期
間
は
、
送
り

出
し
は
主
に
春
・
夏
休
み
に
約
1
ヵ
月
半
。
受
け
入

れ
に
つ
い
て
は
1
ヵ
月
か
ら
長
い
も
の
で
は
半
年
の

期
間
と
幅
が
あ
り
ま
す
。

|
活
動
指
針
な
ど
は
あ
り
ま
す
か
？

井
関
　
僕
た
ち
は
、
ア
イ
セ
ッ
ク
の
「
平
和
で
人
々

井
関
　
海
外
の
学
生
な
ら
で
は
の
新
し
い
視
点
に
期

待
し
て
く
だ
さ
る
企
業
も
多
い
で
す
よ
。

|
活
動
す
る
上
で
の
課
題
は
？

柳
林
　
他
の
海
外
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
の
差
別

化
と
、
そ
の
ア
ピ
ー
ル
に
よ
っ
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ

の
参
加
者
を
増
や
す
こ
と
で
す
。

井
関
　
一
昨
年
ご
ろ
か
ら
、
独
自
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

企
画
し
て
い
ま
す
。
一
つ
目
が
「
ア
グ
リ
ノ
」
と

い
う
持
続
可
能
な
農
業
を
実
現
す
る
た
め
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
。
海
外
で
現
地
の
方
と
と
も
に
、
有
機
農

業
な
ど
の
環
境
に
負
荷
を
か
け
な
い
農
業
に
取
り

組
み
ま
す
。
昨
年
の
12
月
か
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

S
N
S
で
情
報
を
発
信
し
た
と
こ
ろ
、
10
名
の
定

員
に
対
し
て
全
国
か
ら
申
し
込
み
が
25
名
も
集
ま

り
ま
し
た
。

柳
林
　
二
つ
目
は
移
民
問
題
に
取
り
組
む
「
ネ
ス

ト
」
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や
イ
ン
ド
の
移
民
の
方
が
よ

り
良
く
働
く
た
め
に
必
要
な
ス
キ
ル
の
指
導
、
移
民

同
士
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど
を
行
い
ま
す
。

昨
年
12
月
に
神
戸
で
多
文
化
共
生
に
つ
い
て
話
し
合

う
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
Ｐ
＆
Ｇ
と
共
催
し
た
と
こ

ろ
、
50
名
近
く
の
参
加
者
が
あ
り
、
ネ
ス
ト
へ
の
申

し
込
み
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
し
た
。

井
関
　「Eduvation

」
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、

子
ど
も
の
教
育
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
、
教
育
現
場
で
は
、
子
ど
も
た
ち
に
英
語
や
Ｉ
Ｔ

の
ス
キ
ル
を
身
に
着
け
さ
せ
る
教
育
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
将
来

教
育
関
連
の
職
業
に
就
く
こ
と
を
考
え
て
い
る
学

生
に
、
Ｉ
Ｔ
・
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
の
先
進
国
で
あ
る

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
最
先
端
の
教
育
を
体
感
し
て
も
ら

う
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。
国
内
の
Ｉ
Ｔ
教
育
に
力

を
入
れ
て
い
る
小
学
校
と
も
提
携
し
て
お
り
、
帰

国
後
は
そ
の
学
校
の
先
生
に
学
ん
だ
内
容
を
報
告

し
、
日
本
の
現
場
か
ら
の
意
見
を
も
ら
う
こ
と

で
、
学
び
を
さ
ら
に
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。

柳
林
　
そ
の
ほ
か
、
日
本
で
の
震
災
の
経
験
を
も

と
に
海
外
に
防
災
教
育
を
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
そ

な
え
」
や
、
女
性
の
起
業
を
支
援
す
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
も
進
行
中
で
す
。

|
今
後
の
目
標
は
？

井
関
　
こ
れ
ま
で
は
「
海
外
に
行
っ
て
み
た
い
」

と
い
う
だ
け
で
海
外
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加

す
る
学
生
も
い
て
、
学
生
の
目
的
と
企
画
の
趣
旨

に
ズ
レ
を
感
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
目
的
を

明
確
に
し
た
独
自
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
さ
ら
に
ブ

ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
て
、
趣
旨
に
賛
同
す
る
参
加

者
を
も
っ
と
増
や
し
た
い
で
す
。

柳
林
　
先
日
神
戸
大
の
Ｇ
Ｃ
Ｐ
と
の
連
携
が
決
ま

り
、
企
画
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
部
が
学
生
企
画

型
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
し
て
単
位
認
定
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ア
イ
セ
ッ
ク
の
認
知
度

が
上
が
っ
て
、
多
く
の
学
生
に
海
外
で
の
成
長
の

機
会
を
得
て
も
ら
う
良
い
チ
ャ
ン
ス
だ
と
思
う
の

で
、
さ
ら
に
魅
力
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
発
信
し
て

い
き
た
い
で
す
。

|
受
け
入
れ
先
の
企
業
側
の
メ
リ
ッ
ト
は
？

井
関
　
今
ま
で
は
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
の
一
環
と
し
て
、

会
社
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
挙
げ
て
い
ま
し
た

が
、
そ
れ
だ
け
で
は
企
業
側
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て

弱
か
っ
た
の
で
、
今
で
は
国
外
進
出
の
き
っ
か
け

に
な
る
こ
と
を
伝
え
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
企
業

が
展
開
す
る
サ
ー
ビ
ス
や
商
品
が
、
国
外
に
響
く

か
ど
う
か
は
な
か
な
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
、
国
外
の
学
生
を
受
け
入
れ
、
協
力
し
て
国
外

の
情
報
を
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
す
る
こ
と
で
、
国
外

展
開
の
ヒ
ン
ト
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

柳
林
　
受
け
入
れ
事
業
に
つ
い
て
い
え
ば
、
優
秀

な
人
材
の
確
保
も
メ
リ
ッ
ト
に
な
り
ま
す
。
I
T

や
語
学
ス
キ
ル
の
高
い
優
秀
な
人
材
を
採
用
す
る

こ
と
で
日
本
の
企
業
が
抱
え
る
課
題
の
解
決
に
つ

な
げ
て
い
た
だ
け
ま
す
。

オランダ・ロッテルダムに本部を置く国際的非

営利組織で、126の国と地域に7万人以上の会員

を有する世界最大級の学生団体。

「自国の社会や人々の発展と成長に貢献しうる、

志とリーダーシップを有する人材を世に送りだ

すこと」を活動方針とし、学生インターンシッ

プによる海外研修生交換事業（研修生の送り出

しと受け入れ）を世界規模で展開。基本的に全

て学生が運営し、様々な国々のアイセック間で

学生の交換が行われる。日本ではNPO法人アイ

セック・ジャパンが活動している。

アイセック（AIESEC）とは

https://twitter.com/aiesec_kobe

AIESEC      　アイセック神戸大学委員会

インドの海外インターンにて。春の訪れを祝い、色のついた
水や粉をかけ合うヒンドゥー教の「ホーリー祭」に参加

アイセック神戸大学委員会メンバー カンボジアの海外インターンにて、現地の子どもたちと

神大発地球19

人 材 育 成委員会代表
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神戸大学国際連携推進機構   http://www.office.kobe-u.ac.jp/ipiep/

神戸大学の新しい海外拠点を設置しました

　神戸大学は、2018年5月17日に、ルーマニア・

クルージュ=ナポカに神戸大学╱バベシュ・ボヨ

イ大学国際協力センターを第7番目の海外拠点と

して開所しました。バベシュ・ボヨイ大学は、

1998年の学術交流協定締結以来、欧州の教育プ

ログラムであるErasmus+に参画するなど継続的に

活発な交流が行われてきた協定校の一つであり、

本学の同窓生も研究者として複数在籍していま

す。活発な学生・教員の交流と、共同研究の推進

のため、今回拠点を開設することとなりました。

欧州では、ブリュッセルオフィス、ポーランド拠

点（クラクフ）に続く第3番目の拠点であり、他の

2拠点とともに欧州における本学のプレゼンス向

上のため、活発な交流活動を企画していきます。

　また、6月23日には、中国・上海に神戸大学・

上海交通大学文理融合国際共同研究拠点を開所し

　
私
は
、
約
１
年
間
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ク
イ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
大
学
に

交
換
留
学
し
ま
し
た
。
高
校
生
の
頃
か
ら
英
語
圏
へ
留
学
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
留
学
先
に
決
め
た
理
由
は
、
白
豪
主
義
か
ら

多
文
化
主
義
へ
変
化
し
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
移
民
政
策
に
興
味
を

持
っ
た
か
ら
で
す
。

　
大
学
で
は
主
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
移
民
の
歴
史
に
つ
い
て
学
び

ま
し
た
。
授
業
を
理
解
す
る
の
に
苦
労
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、

全
て
の
講
義
が
録
音
さ
れ
て
お
り
、
チ
ュ
ー
タ
ー
に
課
題
の
添
削
を
し

て
い
た
だ
け
る
機
会
が
あ
っ
た
た
め
、
積
極
的
に
利
用
し
て
い
ま
し
た
。

学
業
以
外
で
は
、
様
々
な
人
種
や
年
齢
の
方
と
交
流
し
た
い
と
思
っ
て
、

寮
の
イ
ベ
ン
ト
や
学
外
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
参
加
し
ま
し
た
。
寮
の

イ
ベ
ン
ト
に
は
、
大
学
内
の
寮
対

抗
の
合
唱
大
会
や
ダ
ン
ス
大
会
が

あ
り
、
そ
れ
ら
に
参
加
す
る
こ
と

で
多
く
の
友
人
を
つ
く
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
盛
ん

な
た
め
、
マ
ラ
ソ
ン
大
会
や
日
本

語
教
室
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
、

様
々
な
も
の
に
挑
戦
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
初
め
は
不
安
も
あ

り
ま
し
た
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

参
加
す
る
う
ち
に
、
一
人
で
新
し

い
環
境
に
と
び
こ
み
信
頼
関
係
を

築
く
自
信
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
私
は
留
学
を
通
し
て
様
々
な
方

と
交
流
し
、
語
学
力
だ
け
で
は
な

い
多
く
の
も
の
を
得
る
こ
と
が
で

き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら

こ
そ
、
留
学
を
迷
っ
て
い
る
方
に

は
ぜ
ひ
挑
戦
し
て
み
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

留
学
だ
よ
り

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
の
留
学
経
験

        

国
際
文
化
学
部
国
際
文
化
学
科 
4
年

　木
全  

陽
菜

2018年5月1日現在、神戸大学は、63か国・地域にある351の大学・研究機関と学術交流協定
を締結し、国際交流活動を推進しています。

■神戸大学╱上海交通大学文理融合国際共同研究拠点■神戸大学╱バベシュ・ボヨイ大学国際協力センター

クイーンズランド大学合唱大会にて（左から２番目が本人）

ました。上海交通大学は、2009年に学術交流協

定を締結して以来、全学において留学生の相互

派遣を実施してきました。今後は、拠点を活用

し、中国有数の総合大学である同大学ととも

に、本学の社会科学分野・理系分野双方に強み

を有する伝統と特色を生かし、本学のビジョン

として掲げられている先端研究・文理融合研究

を推進していきます。また、日本留学への関心

が高く、もっとも多くの学生を受入れている中

国の3番目の拠点として、日中両国の将来を担う

人材育成を目指します。

　両拠点とも神戸大学国際連携推進機構内にも拠

点が設置され、バベシュ・ボヨイ大学と上海交通

大学の拠点として、日本国内における国際交流活

動を実施することで、双方向の交流の拡大が期待

されています。

KIM
ATA H

aruna

トーマス・ブルック
�omas Brook

人文学研究科 博士課程後期課程 1年
イギリスのウェスト・ヨークシャー州出身。日本学
術振興会特別研究員。大学院生主体の研究会「他者
をめぐる人文学研究会」に所属。自然豊かな場所が
好きで、料理や家庭菜園も嗜む。

Message from a foreign student

こん にち は！
留学生です

イギリス ウェスト・ヨークシャー

　神戸大学に来る前はどういうことを？
　ロンドン大学東洋アフリカ研究学院(SOAS)で日本学を学んでいました。そこ

で募集していた「日本語・日本文化研修留学生プログラム」に参加し、2013年

に初めて神戸大学に来て、１年間勉強しました。その後、SOASで学士を取得

し、2016年に神戸大学人文学研究科の博士課程に進学しました。

　神戸大学に来ようと思った理由は？
　最初のプログラムで神戸大学に来たのは、たまたま募集があったからで、幸

運な偶然でした。SOAS卒業後、神戸大学の大学院で勉強を続けようと思ったの

は、先生方や大学院生に、私の研究テーマである「越境」という、最も現代的

な文学の問題に関心を持っている人たちがいたからというのと、何より神戸と

いう場所自体にも惹かれるところがあったからです。神戸は六甲山があり、自

然が豊かです。また、異人館など、百数十年前にドイツ人やイギリス人がこの

地で暮らした建物の跡を目にすることもでき、歴史の流れを感じられるという

のも魅力です。

　今はどのようなことを研究していますか？
　リービ英雄という、日本語を母語とせずに日本語で小説を書いているアメリ

カ出身の作家を中心に、現代文学における「越境」と呼ばれる現象について研

究しています。

　今はグローバリゼーションの時代で、世界中どこでも自由に動ける世の中だ

と思われています。リービ英雄のような作家たちは、グローバル化を体現してい

るかのように見えますが、それに非常に敏感な対応をしています。いくらグロー

バル化が進んだとはいえ、自分の母語ではない言語で小説を書くというのは、当

たり前のことにはなりません。文化の境界線のようなものを越えていこうとする

意志―― 越えたいと思う意欲が、何によって生じるのか。彼らのような作家が、

文化や文学の求心力のようなものと、どのように向き合っているのか。そういっ

たことを、もう少し丁寧に見ていく必要があるのではと思っています。

　イギリス出身の私が日本でそういった研究をしているのも、「越境」の側面が

ありますね。今年の５月に、院生主体の研究グループで、SOASの教授を招いて

ワークショップを開催しました。そこで私も自分の研究内容を発表したのです

が、今研究していることや自分の状況について、改めて考える良い機会になっ

たと思います。

世界各国から来た約1300人の留学生が神戸大学で学んでいます。
このコーナーでは、母国の文化や習慣などの話を交えながら、国境を越えて頑張っている留学生にスポットを当てます。

イギリスの伝統料理・ローストビーフ趣味の家庭菜園ワークショップでの発表の様子イギリス・ダービーシャーの風景

イギリス ウェスト・ヨークシャー は、イングランドのヨークシャーに
ある都市州。1972年の地方行政法に基づき、1974年に成立した。
人口はおよそ210万人。

̶国際ニュース̶ 異国の地で
「越境文学」を研究する
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アンケートの回答は神戸大学広報課の     
メールアドレスにお願いします。

神戸大学広報誌『風』11号をお読みになっての感想をお聞かせください。今後の誌面作りの参考にさせていただきます。

1.どの記事に関心を持たれましたか　　2.その記事についてどのような感想を持たれましたか　　3.今後読みたい記事　　4.その他何でもご感想を

ppr-kouhoushitsu@of f ice.kobe-u.ac.jp WEBフォームもありますので
今すぐアクセス !※ご職業、年齢を書き添えていただけると幸いです。

読者の皆様へアンケートのお願い

日々情報更新中！ 「フォロー」「いいね！」
お願いします。

神戸大学公式  Twitter
「@KobeU_PR」

神戸大学公式  Facebook
「神戸大学 _ Kobe University」

Mini News

　神戸大学では、神戸市の中心部・三宮地下街「さんちか」にて、IoTやAIを

用いて利用者の行動を把握・予測し、気流制御で冷暖房消費を大幅に削減する

実証研究を進めており、今年の夏に実証運転を開始いたします。

　本実証では、空間を均一に空調するのではなく、人がいる場所に快適な風を運

ぶことで、空調消費電力及びＣＯ２排出量を、約50％削減することを目指します。

今年３月開催の全国地下街連合会において先進的取組みとして紹介されました。

　また、本事業で得られるビッグデータは、今後、神戸市の新たな市民サービス

の創出に活用することができることから神戸市も参画しています。再開発が進

む三宮の要所に位置する「さんちか」での本事業を機に、神戸都心のスマート化

を推進していきます。

※本事業は、環境省「CO２排出削減対策強化誘導型技術開発・実証事業」の採択を受け
　日建設計総合研究所、創発システム研究所、神戸地下街と共同で実施しております。

　2018年4月、神戸市のJR元町駅東口前に、新たな待ち合わせスポット「元町泊」

が完成しました。神戸市が整備デザインを一般公募し、47件の応募の中から神

戸大生グループの案が最優秀賞に選ばれ、「六甲の稜線」と「みなとの泊」を模

した階段状のベンチが設置されました。グループの工学研究科建築学専攻遠藤

秀平研究室の山本修大さん、塚越仁貴さんらは、「愛着をもってもらえるよう、

神戸にちなんだ個性的なデザインを考えました。待ち合わせや談笑のための場

所として定着していってほしいです」と思いを語りました。

　神戸大学では平成31年度の入試より、「志」特別入試を導入します。これは、

11月下旬に合否が決まる、センター試験を課さないAO入試です。

　それぞれの分野のリーダーとなって、21世紀の人類社会に大いに貢献したいと

いう高い「志」をもつ学生を見出すため、今日の入試改革の理念をふまえた新しい

選抜方法を採用します。第一次選抜では志望理由や高等学校時代の様々な活動の経

歴に加え、本学で学ぶために必要な基礎的学力に対する評価を行います。最終選抜

では、目指す学部・学科等において、それぞれに特化した適性を見極め、専門分野

にかかわる学力を有しているか総合的に評価します。全ての受験生に面接を課し、

書面のみでは測れない学力を評価することを重視します。

実証実験開始！   ～「さんちか」から神戸のスマート化 ～

J R 元町駅前の待ち合わせスポットを神戸大生がデザインしました

「志」特別入試を導入します
こころざし

ホームページで募集要項をご覧ください。

もとまちのとまり

とまり

神戸大学基金だより

　神戸大学基金では、学生への支援を中心に、様々な分野へ

のサポートを継続的に行っています。

しかし、その原資となる寄附残高が年々減少していることか

ら、支援を必要とする学生は多数いるにもかかわらず、その

全てに対応することができず、ここ数年は支援額を縮小して

いる状況です。

　支援額をこれ以上縮小することを避け、また、継続的なサ

ポートを拡充するために皆様のご協力をいただきたく、神戸

大学基金へのご寄附を何卒よろしくお願い申し上げます。

■国際化対応

 ● 神戸グローバルチャレンジプログラム、協定校への学部生派遣、
　ダブルディグリープログラムへの院生派遣への助成

 ● 優秀な受入留学生への助成

■課外活動支援

 ● 東日本大震災ボランティア活動支援

 ● 大会遠征費等課外活動支援

■奨学金

 ● 緊急奨学金
    災害や不慮の出来事による修学・生活困窮学生への支援として奨学 一時金 (25万円) の給付

 ● 奨学金（新１年次対象）
   優秀かつ生活が困窮している新1年次生への支援として年額25万円の奨学金の給付

   ※1年次を対象とする奨学金は少ないことから実施しています。

1.5億円

1億円

5千万円

0

－5千万円

－1億円
2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度

神戸大学基金 「一般（大学全般基盤事業）基金」及び「修学支援事業基金」の推移

「一般（大学全般基盤事業）基金」とは、大学全体で行っている
事業へのご寄附です。主に、在学生の国際化対応や課外活動支援
等を中心とした事業を行っています。
「修学支援事業基金」とは、経済的な理由で修学が困難である学
生を支援する事業へのご寄附です。主に、奨学金事業を行ってい
ます。
神戸大学基金では、その他用途指定寄附として、部局周年記念事
業や特定課外活動団体へのご寄附、企業等からの寄附講座を受入
れています。

年々、受入額は増え、単年度収支のマイナス額も減じてきていま
すが、これは、基金の原資を枯渇させないために、支援額を大幅
に縮小せざるを得なかったことからであり、昨年の支援額は5年前
の約4割となっています。

※神戸大学基金については、ホームページもご参照ください。

平成30年度の主な支援予定

受入額 支援額 年度収支

前列左から、長廣 剛 / SSC推進室特定プロジェクト研究員、玉置 久 / システム情報学研究科長、
竹林 英樹 / 工学研究科准教授、磯崎 日出雄 / SSC推進室特定プロジェクト研究員

よろしく

お願いします

神 戸 大 学 基 金 検 索
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神戸大学が位置する「灘」は、日本一の酒どころ。そんな地元

を盛り上げるべく、老舗酒造メーカーと大学が協働する取り組

みを特集しました。研究ズームアップでは、河川防災に関する

研究をご紹介。本学の知見を、近隣地域から世界まで幅広く還

元していく様を取り上げました。                          （広報課）

学生広報チーム＆神大うりぼー・学内探検隊！
周辺の木々のおかげで秘密基地のような佇ま
いの建物ですが、神戸大学の課外活動施設の
一つです。主に放課後に賑わいを見せ、廊下
やバルコニーまで余すところなく活動に利用
されています。

■自由スペース
学生会館２階の自由スペース。神大生に利用さ
れている他のスペースとの大きな違いは、楽器
を演奏している人が多いこと。様々な音楽系団
体の練習場所になっていて、いろんな音に包ま
れている空間です。

出演：経済学部４年・杉岡 祐依、文学部３年・小林 優奈、神大うりぼー

■大ホール
最上階の大ホールでは、曜日・時間帯を決めて、
各団体が合奏やダンスの練習などを行っている
ようです。まさかホールまで備えているとは驚
きです。侮り難し、学生会館…！

学 生 会 館
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